
























要約:病院内で連携システムを形成するための研究課題として 6 項目の問題点を取り挙げ

調査した結果、聖マリア病院の救急処置室を受診してくる小児の事故関係疾患で、脳神経

外科、形成外科、整形外科が99.1%を担当し、その中で疑問点を持った症例が 0歳台に 31.3%

認めた。アンケート調査で病院全職員の 94.1%に被虐待児の用語の確認を得、啓蒙活動に

よって 92.9%の効果を認めた。早期発見の指標となるチェックリストが完成でき、救急処

置室を中心として被虐待児に対応できる病院内での連携システムの活動ができることを確

認した。


